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14QH2104 
問題 

図のような水平力が作用する三層構造物において、各層の層間変位が等しく

なるときの各層の水平剛性Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３の比として、正しいものは、次の

うちどれか。ただし、梁は剛とし、柱の伸縮はないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｋ１ ： Ｋ２ ： Ｋ３

1. ２  ： ３  ： ４ 

2. ２  ： ５  ： ９ 

3. ４  ： ３  ： ２ 

4. ９  ： ７  ： ４ 
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図のような水平力が作用する三層構造物において、各層の層間変位が等しく

なるときの各層の水平剛性Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３の比として、正しいものは、次の

うちどれか。ただし、梁は剛とし、柱の伸縮はないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｋ１ ： Ｋ２ ： Ｋ３

1. ２  ： ３  ： ４ 

2. ２  ： ５  ： ９ 

3. ４  ： ３  ： ２ 

4. ９  ： ７  ： ４ 

 

14AH2104 
解説  正答──４ 

層の水平剛性Ｋとは、単位長さの変位をす

る時の層せん断力Ｑである。したがって、

各層の層間変位δは、層せん断力Ｑを各層

の水平剛性Ｋで除して求めることができる。 

δ＝Ｑ／Ｋ 

各層の層間変位δを求め、これらが等しい

ことから、各層の水平剛性Ｋの比を求める。 

ただし、ここで、注意しなければならない

のは、各層のせん断力Ｑである。 

各層の層せん断力Ｑは、その層が支える上部に作用する水平力の総和である

点を間違えないようにする。つまり、各層の層せん断力Ｑ１、Ｑ２、Ｑ3は、

次のようになる。 

３層の層せん断力 Ｑ３＝４Ｐ 

２層の層せん断力 Ｑ２＝３Ｐ＋４Ｐ＝７Ｐ 

１層の層せん断力 Ｑ１＝２Ｐ＋３Ｐ＋４Ｐ＝９Ｐ 

《各層の層間変位δを求め、それらが等しいことから水平剛性Ｋの比を求め

る》 
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各層の水平変位 δ１＝δ２＝δ３だから、共通項を整理して、 

Ｋ１＝９、Ｋ２＝７、Ｋ３＝４ 

∴Ｋ１：Ｋ２：Ｋ３＝９：７：４  正答は４である。 
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